
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介
護
事
業
者
か
ら
、「
職
員
を
募

集
し
て
も
な
か
な
か
応
募
し
て
も
ら

え
な
い
。
」
な
ど
の
話
を
良
く
聞
く
。 

今
で
も
そ
の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な

い
様
で
、今
後
も
人
手
不
足
が
予

想
さ
れ
、こ
れ
か
ら
が
本
当
に
心
配

だ
。
こ
の
事
は
、介
護
予
備
軍
の
一

員
で
あ
る
私
と
し
て
も
大
問
題
で

あ
る
。 

 
さ
て
、こ
の
事
と
似
た
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
は
全
国
の
大
学
で
あ

る
。
入
学
人
口
が
減
少
し
、各
大
学

が
生
徒
募
集
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い

る
。
各
大
学
の
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」
ラ
ッ
シ
ュ
を
み
れ
ば
そ
の
事
が
良

く
判
る
。 

受
験
生
と
保
護
者
を
学
校
に
招
き
、

学
校
の
特
色
や
就
職
時
の
利
点
、奨

学
金
や
寮
生
活
に
つ
い
て
、在
校
生

や
Ｏ
Ｂ
ま
で
動
員
し
て
説
明
す
る
の

で
あ
る
。 

 

ひ
る
が
え
っ
て
介
護
事
業
者
は

人
材
募
集
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
具

体
的
に
「
売
り
込
み
」
を
行
っ
て
い
る

か
を
み
た
場
合
、は
な
は
だ
心
も
と

な
い
。
「
売
り
込
み
」
と
い
う
言
葉
が

自
尊
心
を
傷
つ
け
る
の
だ
っ
た
ら

『
介
護
事
業
の
具
体
的
中
身
を
理

解
し
て
頂
く
努
力
』
と
し
た
ら
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
は
つ
ま
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮

城
県
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

協
議
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
実
践
報
告
会
」
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
。
「
報
告
会
」
が
内
輪
の
研
究

会
の
み
に
終
わ
っ
て
い
る
と
し
た

ら
、い
か
に
も
勿
体
な
い
。 

 

今
の
社
会
的
現
象
の
一
つ
と
し

て
人
々
は
介
護
事
業
関
連
の
情

報
に
飢
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。 

 

そ
の
証
拠
に
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
業

界
の
大
手
業
者
（グ
リ
ー
社
）が

「
介
護
施
設
の
口
コ
ミ
検
索
サ
イ

ト
」
を
開
発
し
て
「
売
り
」
の
中
心

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。 

 
「
実
践
報
告
会
」
も
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
風
に
学
生
や
、出
産
、子
育

て
で
退
職
し
た
女
性
の
再
就
職
の

た
め
の
「
学
び
な
お
し
（国
の
補
助

も
期
待
で
き
る
）
」
と
位
置
付
け
て

大
々
的
に
一
般
向
け
に
企
画
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

待
遇
に
し
て
も
現
代
の
若
い
人
た

ち
が
重
視
す
る
の
は
休
暇
で
あ

る
。
こ
れ
は
介
護
事
業
の
泣
き
所

の
如
く
言
わ
れ
る
事
も
あ
る
が
、こ

れ
に
し
て
も
や
り
方
一
つ
で
あ
ろ

う
。
あ
ら
か
じ
め
各
人
の
連
続
休

暇
（年
間
二
週
間
位
）を
設
定
す

る
。
た
だ
し
穴
の
あ
く
部
分
は
新

た
な
人
手
で
う
め
た
り
せ
ず
そ
の

条
件
で
各
部
所
毎
、各
チ
ー
ム
毎

に
工
夫
の
た
め
の
討
議
を
す
る
。

そ
う
す
れ
ば
年
間
に
一
人
二
週

間
位
の
す
き
間
は
出
て
く
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

要
は
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

自
主
的
な
工
夫
で
あ
る
。
た
だ
し

事
業
者
が
こ
れ
に
味
を
し
め
て
人

件
費
削
減
に
利
用
し
よ
う
な
ど
と

し
た
ら
、手
痛
い
し
っ
ぺ
返
し
に
合

う
こ
と
だ
ろ
う
。
職
員
の
工
夫
は

職
員
の
た
め
に
生
か
す
、こ
の
信
頼

関
係
が
大
事
な
の
で
あ
る
。 

 

働
く
人
の
創
意
工
夫
が
活
か

せ
る
明
る
い
職
場
、こ
の
事
を
世

間
の
人
達
に
理
解
し
て
も
ら
う
努

力
、こ
の
事
こ
そ
が
介
護
事
業
に

は
早
急
に
必
要
な
の
で
あ
る
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たせいか第二の人生は、現役時代と異なる分

野でチャレンジしてみたいと思っていたと

ころ、縁あって、「介護サービス情報の公表」

制度の調査員養成研修を受講することがで

き、おかげさまで、調査員登録証明書をいた

だきました。 

「介護サービス」の知識に乏しく座学では、

なかなか理解できず不安のなかで先日、事業

所への同行研修を行いましたが、先輩調査員

から調査に当たっての基本的な考え方・調査

のポイント等親切丁寧にご指導いただき実

践できたことは、何よりの財産になりまし

た。 

少子高齢化社会で平均寿命が８０歳以上の

今日、人生後半を「一万人市民委員会宮城県

民の会」に入会し、「介護ｻｰﾋﾞｽ情報の公表」

制度の調査員としてお手伝いできるよう努

力するとともに皆さま方と楽しく過ごした

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 

「どうぞよろしくお願いしま

す」 

増田 芳

雄 

 

長年ボランテイア活動の
指導を受けながら共に関わ
ってきたり、東日本大震災
の津波で被災者となった私

を今日まで励まし支えていただいた尊敬
する先輩からご推薦をいただき調査員の
研修を受講させて頂く事になりました。 
研修では初めて聞く言葉ばかりが多く

出てきて、覚えられるのか不安になりまし
たが、事務局はじめ関係する皆さんの温か
いご指導により無事調査員になることが
出来ました。 
８月から同行研修を含め３事業所を訪

問させていただきました。不安と緊張の入
り混じる中でしたが、どこも職員の皆さん
に温かい笑顔で迎えられ、和やかな雰囲気
の中で無事調査が終了したことに感謝す
ると同時に、主任調査員の対応の素晴らし
さにも感心させられるばかりでした。 
施設の方々も笑顔を絶やさず前向きに

入所者と向き合い、楽しく過ごしてもらえ
るよう努力を惜しまない姿が印象的でし
た。今後私も一万人市民委員会の活動に少
しでも貢献できるよう、おかげさまと、感
謝の気持ちを忘れず取り組んでいきたい
と思います。 

 

「毎日が、新人」 

星  美 恵

子 

私が、一万人市民委員会宮
城に入会した動機は、友人の
紹介もありましたが、以前か
ら介護情報のｻｰﾋﾞｽについて

は、関心があり必須と思っておりました。最
近は、介護事業所の増加に伴い、多々社会を
惑わすこともあります。 
介護については、実に奥深く、一人ひとり

の人生その姿に深くかかわり、そして非常に
大切な命の問題と向き合う事です。 
今後の超高齢化社会を希望に満ちた、そし

て安心した社会になれる様、一新人調査員と
して、介護を必要とする本人がその人らしい
生き方ができる様に！！ 
会の理念と目標を念頭とし、先輩のご指導

を仰ぎながら、一段、一段歩んでいきたいと
思います。 

 

「こんにちは」 

小山 廣城 
 

僕は、会社員として典型

的な縦型社会で勤めてい「情報の公表 調査員になって」 

土屋 伊都子 

人前に立つことが得意

とは言えない私が、調査員

のお仲間に加えて頂く事

になり、同行研修 そして一回目の調査を終

えました。未知の分野への第一歩に期待と不

安が混在し緊張の連続でした。 

先輩の方々の経験豊かで確実な、また、心

に余裕を持った丁寧な調査は、事業所の方に

信頼され どんな事態にも対応できるのだ

と学びました。 

６０代なかばにして社会とつながる機会を

得ましたことに感謝の気持ちと自己研さん

しなければと思う今日
こんにち

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した。福祉関係は携わった事も無く、専門用
語も全く知らない、ズブの素人です。 
アルツハイマー型認知症の実母の介護を通

して、疑問に思ったことを、相楽理事に聞い
て頂いた時に、この制度がある事を教わりま
した。自分の勉強の為、軽い気持ちで受けた
研修は、理解能力を超えていました。 
8月 18日の同行研修は、事前の打ち合わせ

で、佐藤理事に丁寧で分かり易く教えて頂い
たのに、頭の中が真っ白になり、気が付いた
ら終了していました。帰宅後は不安で頭の上
に重石が乗った状態でした。2 回目は、9 月
11日情報の公表の調査員として、相楽理事（主
任調査員）と一緒の調査で、相手の質問に対
する、具体的で的確な返答に驚き、自分の不
勉強さ・未熟さを痛切に感じました。 
 「経験を積んでいけば大丈夫！」の励まし
の言葉を、心の拠り所に少しづつ進んで行き
たいと思います。先輩の皆様、どうぞご指導
等、よろしくお願いします。 

 員として、ヨチヨチ歩きを、始めた對馬道代
です。 
先輩調査員の方に、同行させて、いただき、

事業所の方々との、お話を横で、聞きながら
覚える事、勉強を、することが、たくさん有
り、ついて行けるのか、心配ですが、頑張っ
ていきたいと思います。   
諸先輩方の、ご指導を、よろしく、お願い

いたします。 

説明をよく理解できず、且つ参考資料を参照
しても「何を調査し、どう記録する」という
こと整理出来なかった。 
ホーム調査で利用棟参観や昼食参加を通し

職員の利用者個々人への声がけや作業しなが
らの見守り等の実情(実態)を見ることが出来
ました。 
ホームの住環境や職員の明るい働き方をみ

るに利用者の居住満足度が高いのではと感じ
られた研修でした。 

「介護研修を受講して」 

丹野 昭夫 
 

介護サービス情報公表制
度の調査員をされている友
人から「自分や家族のこれか

らの介護施設の選択に役立つので是非一
緒に。」との思いがけない一言が、私が研
修を受講するキッカケとなりました。 
研修を受ける以前は、介護・認知と言え

ば老人ホーム・デイサービス・ショートス
テイの三文字位しか浮かばなかったので
すが、渡された資料には施設が多種多様に
細分化されて、又聞き慣れない介護用語が
多々あり驚きました。 
しかし受講するにつれて介護関連用語

にも少しずつ慣れ親しみを感じるように
なりました。 
今後は、それを調査するうえで少しでも

介護サービス情報公表システム制度に役
立たせていければと思っております。 

 「初めまして」 
對馬 道代 

 

四月末の二日間の講習を受
け、八月の研修を終えて、調査

「同行研修」 
福原 

雄 
 

グループホームの研修
になりましたが、事前打
ち合わせにて各資料での

「～～よろしくお願いします～
～」 
          田中 由

里子 
 

平成 26年度 4月より、情報
の公表の調査員と外部評価員
の研修カリキュラムを受け、8
月に研修実地調査に同行しま

「よろしくお願いします」 
小川 豊 

 

今年、４月より介護サービ
ス情報の公表調査員の養成
研修・同行研修を経て、調

査員としての活動を開始させていただきま
した。 
前職とは別世界からの新入りですが、少し
でもお手伝いになればと思っています。 
今後ともご指導よろしくお願いいたしま
す。 

「一万人市民委員会に参加して」 

              佐

藤 直子 

先輩からお声をかけていた

だいて参加しました。子供達

もそれぞれ家庭を持って独

立し、今は夫婦二人の気ままな年金暮らし。

でも、いずれ施設のお世話になる日がやっ

てくる。その時の為にという気持ちもあり、

扉を開けてみました。よろしくお願いいた

します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のが今回の参加のきっかけです。 

二年ほど前、高齢で認知症だった母を見送

った事もあって、今回のお話に関心を持って

申込み、研修を受ける事に致しました。           

実習の訪問研修は、なつぎ埜さんでした。 

『理念に基づく運営』方針は介護をするスタ

ッフさん達すべてに行き届いており、入居者

さんへの立場に自然に寄り添っている姿勢に

感銘を受けました。 

入居者さん達は畑で野菜を作ったり、庭で

草花を楽しんでいられるようでした。きっと

ゆるやかな日々の時間の流れが、あの屈託の

ない笑顔になっているのでしょう。     

超高齢化の社会において、この分野は無関心

ではいられない事を痛感致しました。 

実際体験して自分の知識のなさが痛感されま

した。前職は調査を受ける側での生活でしたの

で、今後は利用者様の視点に立ち、調査員の先

輩方の活動を見ながら知識を取り入れ勉強し

ていきたいと思いますので、御指導支援をよろ

しくお願い致します。 

 

調査員の仕事を通じて、
これから向える自分の老後
について考える機会にして
いきたいと思います。 

「公表調査員になって」 

金野 清 

今年４月、誘われるまま
に公表調査員に登録・研修
受講後、８月から調査活動

に従事している金野と申します。 
 調査活動開始以降、数箇所の調査を体験、
数多くの介護関連資料や現場を見るにつけ、
つたない経験ながらも介護の大変さ・難しさ
等「介護世界の広さ」を垣間見た思いです。

現場で介護業務に携わる職員やボランティ
アの方々の日々のご苦労や崇高な気持ちに
も思いを馳せれば唯々頭が下がる思いです。 
 高齢化社会の中、自身も高齢者の仲間入り
をして、より身近な問題として捉え「他人任
せの老後」を自ら方向性を見出せる良い機会
でもあり、介護サービス向上の一端を担いな
がら高齢化社会の中で少しでも今後の生き
方の糧になればと思ったところです。 
 今後、先輩調査員のご指導の下、介護サー
ビスの一層の向上・充実のため、調査活動の
重要さ等研鑽を深め活動を通じて微力なが

ら尽力していきたいと思います。 
社会の為、家族の為、そして自分の為に・・・。
ご教授の程よろしくお願いします。 

 

「地域密着型サービスに接して」 
伊東 勝道 

 

妻の友人から、宮城県地域密

着型サービス外部評価委員

に関するお話をお聞きした

「初めまして、よろしく御指導をお願い
します」   
                鈴
木 りつ子 
 

今年より調査員として仲
間にさせていただきます。 
８月２１日研修生で施設訪
問調査に同行。 

「よろしく・・・」 
坂本 和子 

「一本の電話から・・・・・」 

森 みさを 

一本の電話から始まっ

た介護関係の座学研修

を終えて、同行研修から

ハラハラドキドキの調査員として、緊張しな

がら先輩について動き始めて一カ月がたち

ました。 

伺ったどの施設も、誰もが老いる現実を受

け入れて、人としての尊厳を傷つけないよう

に、一人ひとりを大切にお世話している様子

が記録されていて、職員の皆さまの努力と大

変さが良く分かりました。（笑顔も印象に残

りました） 

施設職員の大変さを理解しながら、利用者側

に立ってお役に立てるよう、いただいた資料

を深く読み込み経験を積んでいきたいと思

っております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばかりの新人です。友人の誘いに軽い気持

ちで、引き受けてしまいました。研修を受け

ましたが、内容がよく理解できず。また、事

業所に行っても、緊張するばかりで、先輩調

査員の方々には大変迷惑をかけてしまいまし

た。 

勉強不足と責任感を覚え、私にできるのだ

ろうかと不安でいっぱいになりました。それ

でも、いろいろな事業所に行って様々な人た

ちにお会いできるのも楽しみです。 

私にどこまで活動することができるのか分

かりませんが頑張ってまいります。ご指導宜

しくお願いします。 

「情報の公表調査員として」 
          伊藤 友行 
 

私が情報の公表調査員を
やってみないかと声をかけ
られたのが、ちょうど東日本

大震災後、秋田の田舎で一人暮らしをして
いた義母がスーパーで食料品や日用品が
不足し、一人で暮らすことが出来なくな
り、富谷町で一緒に暮らし始めて三年を経
過した頃でした。義母は週４日のデイサー
ビスに通っていますが、介護の大変さが身
に染みてきたころで、介護サービスの利用
者の家族の立場で調査員をやってみよう
と思いました。 
４月の養成研修、７月のフォローアップ研
修、８月の同行研修を経て新人調査員とし
て三か所の事業所の調査を体験しました。
そして事業所の介護サービスの仕組みに
ついても深く理解することが出来たとと
もに、介護従事者の献身的な介護に頭が下
がる思いでした。 
今後も調査員としての各所の事業所を廻
ることになりますが、ご一緒される先輩調
査員を見習い、丁寧な調査ができるように
頑張りたいと思います。 

 

「新人の挨拶」 
菅原 道憲 

今年度から「介護サービス

情報の公表」と「地域密着型

サービス外部評価」の調査員

としてお世話になります菅原道憲です。どう

かよろしくお願いします。 

 今まで介護等に縁の無い生活でしたので、

どのような施設があり、どのような介護を実

施しているかさえ全く知りませんでした。そ

のため、教官が何を言っているのかも理解で

きず、講義・演習・フォローアップ等も残念

ながら、黙って静かに、ただ話を聞いている

だけでした。すみません。 

このたび訪問調査実習に参加し、先輩調査

員の方の事前準備の深さと、適切な調査実施

に感服しました。資料の読込み、質問事項の

精選、適切な質疑、内容確認、現場確認等々

勉強させられる事ばかりでした。 

 先輩調査員の方に少しでも近づけるよう努

力していきたいと思います。これからの御指

導・御鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

 

「実習を終えて」 

櫻井 洋子 

数か月前の定年退職を機
に、のんびり余生をと休息
しておりましたところ、早

坂さんより未知なる「評価調査員」のお声
がけをいただき、また新たな世界への自身
の可能性を確認する機会を得ました。 
 七月、県庁に於いての研修では各講師さ
んの懸命さやお人柄に圧倒され、当初「私
にできるだろうか？」と少々不安だった気
持ちが払拭されて、むしろ感動と意欲を覚
えながらの帰路となりました。 
 仙台では、今年初めての真夏日となった
八月二十日が、外部評価調査員研修の実習
日でした。実のある研修になりましたこと、
主任調査員さんと調査員さんのご指導に改
めて感謝申しあげます。ありがとうござい
ました。 
 九月二十一日に無事、終了証をいただき
ました。後は本格的な活動への参加となり
ますので、事務局の方々、そして皆様、種々
のご指導の程よろしくお願いいたします。 

 

「友人の誘いに・・・」 

松田 美穂子 

この度調査員の仲間入り

をさせて頂き、活動を始め



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同主催者代表談話 

代表理事 大川 昭雄 

 

９・２５シンポジュウムは、台風１６

号の直撃を回避できるという気象条

件にも恵まれ、６ヶ月以上にわたる

関係者及びスタッフの努力が実り成功を収めることができました。 
 

 「無縁社会」は、みんなで創る新たなご縁で乗り越える。 

 「地域包括支援センター」の機能強化が大前提 

 「地域拠点づくり」と「医療との連携」こそが出発点 

 「行政任せ」でなく地域全体で取り組む 人財育成が最重点、 

という共通認識が出来上がったと思います。 
 

 これで、利用者（住民）による、利用者の、利用者のための「地

域包括ケア」のバックボーンは確立されました。 

 このような視点を相互に尊重して、それぞれの地域の特色を出

し合って、明日から直ちに組織づくりを進めたい。複数以上の地域

で、もう胎動は開始されたと感じます。 

 １００の地域包括ケアができたら、利用者（地域住民）のコンセン

サス（合意）を得たものであれば１００通りであっても構わないと考

えます。 
 

 このシンポジュームの共催１１団体は、宮城県内全地域の「地域

包括ケア」スタートを目指し、引き続き連帯・支援・見守りを継続す

ることにしようではありませんか。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大介護時代・ファミレス社会に 
見えて来る新たな課題 

 

★介護は究極の地産地消サービス 

★地域包括支援センターを小学校区に 

★「介護と看取りの場に在宅」は国民的願望 

★介護家族への支援体制の整備・強化 

★介護者の確保・質の向上 

★ファミレス（家族の減少）時代をコミサポ社 

会への構築 

★平均寿命と健康寿命の差を埋める健康づ 

くり 

 

◆地域包括ｹｱｼｽﾃﾑの構築に 
向けた地域支援事業の充実 

 
①在宅医療・介護連携の推進 

②認知症施策の推進 

③地域ケア会議の推進 

④生活支援サービスの充実・強化 

* 介護サービスの充実は、前回改正による 

24時間対応の定期巡回サービスを含め 

た介護サービスの普及を推進 

* 介護職員の処遇改善は、27年度介護報 

酬改定で検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆境港市の地域包括ケア 
と「こうほうえん」の役割 

 

基本方針 

①行政任せでなく地域全体で取組む 

②圏域全体でその特色に合った体制を作る 

③全世代、地域全員参加で取組む 

④社会福祉法人として積極的に参加する 

⑤圏域の再構築と新たな産業の振興 

⑥「向こう三軒両隣り」の再構築 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆地域包括ケア体制の 
構築に向けた取組 

 
★多職種連携体制の確立 

★高齢者の健康維持・増進 

★生活支援サービスの充実、住まいの確保 

★介護基盤の確保、認知症対策の推進 

★介護・福祉人材の確保 

◆地域包括支援センターの意味 

地域・・・・・・住み慣れた地域で、自宅で暮らし続 
ける 

包括・・・・・・すべて、何でも、何時でも、何処でも 
    、誰でも 

支援・・・・・・安心な暮らしを、安全な暮らしを守り 
続ける 

センター・・ワンストップサービス、相談支援の拠点 

 

 
◆地域包括ケア ５つの視点 
 
１．医療との連携強化 

２．介護サービスの充実強化 

３．予防の推進 

４．見守り・配食・買い物など、多様な生活 

支援サービスの確保や権利擁護など 

５．高齢者になっても住み続けることのでき 

る高齢者住まいの整備（国交省と連携） 

 

 

 

 

 

 

 

◆これからの課題 

★包括支援センターなどを中心とした、地域 

の諸団体（町内会、老人クラブ、民生委員、 

地 区社協、医師会、ボランティア）による 

ネットワー クの組織化 

★福祉・介護サービスを提供する団体間のネ 

ットワークの 組織化 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆２０１４年度第２・３回理事会が 
開催されました 

第２回、３回定例理事会が２０１４年７月１５日(火)、

９月１７日(水)仙台市生涯学習支援センター５階会議室

において開催されました。 

当該、理事会における主な報告及び審議事項は下記のと

おりです。 

◆第２回理事会 報告・審議事項 

  1、９／２５開催シンポの準備状況について 

  2、メール処理など事務局体制の改善について 

  3、介護サービス情報の公表の調査活動について 

  4、地域密着型サービスの外部評価活動について 

  5、福祉サービス第三者評価の調査活動について 

  6、諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画について 

  7、残高試算表(６月末)と前年度の税務処理について 

  8、広報、組織、総務関係の活動について 

  9、第３回理事会の開催日程について 

  10、その他 

◆第３回理事会 報告・審議事項 

  1、９／２５開催シンポの準備状況について 

  2、三役会議の報告について 

3、介護サービス情報の公表の調査活動 

  4、地域密着型サービスの外部評価活動 

  5、福祉サービス第三者評価の調査活動について 

  6、諸会議、研修会などの参加状況と今後の計画について 

  7、残高試算表(８月末)について 

  8、広報、組織、総務関係の活動について 

その他 

※詳細については事務局備付の議案書を閲覧願います。 

◆平成２６年度介護サービス情報の公表調

査員全体研修が開催されました 

平成２６年度介護サービス情報の公表調査員全体

研修が７月２日（水）フォレスト仙台において、一万人

市民委員会、介護サービスネットワークみやぎの調

査員を対象に開催されました。全体で百数名の内、 

一万人市民委員会から４拾数名が参加しました。 

研修会次第は下記のとおりです。 

1、開会挨拶 

  一万人市民委員会 大川昭雄 

2、宮城県からの挨拶 

  宮城県長寿社会政策課 課長 村上 靖 

３、行政説明 

  宮城県長寿社会政策課指導班班長 土屋和宏 

4、調査対象事業所に送付する「重要なお知らせ」、 

  システムの変更点の説明 

  宮城県指定情報公表センター 三浦久美子 

５、公表制度の意義について 

  宮城県指定情報公表センター 内田幸雄 

６、調査のポイントについて 

  一万人市民委員会 仲野紀夫 

７、閉会の挨拶 

  介護サービスネットワークみやぎ 入間田範子 

◆平成２６年度 第１回情報の公表フォロー

アップ研修が開催されました 

2014 年度第 1 回介護サービス情報の公表フォロ

ーアップ研修が７月２9 日（火）仙台市生涯学習支援

センターにおいて新調査員を交えた 56 人参加のも

と開催されました。 

◆平成２６年度 第１回福祉サービス第三者

評価フォローアップ研修が開催されました 

【研修番外編】 

９月２０日（土）エル・パーク仙台スタジオホールに於いて

開催された「せんだい医療・福祉多職種連携ネットワーク

“ささかま hands”」主催による『ＭＥＤプレゼン２０１４＠仙台』

に荒井副代表理事と兼平理事が参加しました。 

医療、社会を良くしように取り組む、医師（５名）・小規模

多機能型居宅介護運営者・在宅管理栄養士・薬剤師・作業

療法士・介護福祉士養成非常勤講師・地域包括支援センタ

ー保健師・介護老人福祉施設の施設長など１２名の方々が

「想いをのせた言葉は必ず形になる」をテーマに全身全霊

で参加者に語りかけ共感を得ていました。 

2014 年度第 1 回介護サービス情報の公表フォロ

ーアップ研修が７月２9 日（火）仙台市生涯学習支援

センターにおいて新調査員を交えた 56 人参加のも

と開催されました。 

2014 年度第 1 回福祉サービス第三者評価フォロ

ーアップ研修が９月１０日（水）東日本建物仙台駅前

ビル２階セミナー室において開催されました。 

研修終了後紹介される新調査員の方々 

研
修
風
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２０１４年度 事業活動状況 

◆福祉サービス第三者評価調査 

・宮城県啓佑学園・第二啓佑学園  ７月調査実施。 

・宮城県船形コロニー 10月～11月 調査実施予定 
 

◆介護サービス情報の公表訪問調査 

介護サービス情報の公表訪問調査 

８月～９月実施 合計： ２２３施設  

 介護サービス情報訪問調査を８月から開始しました。 

・介護老人福祉施設     ： １３施設 

・訪問介護         ： ３２施設 

・訪問入浴介護       ：  ４施設 

・福祉用具貸与       ：   １０施設 

・居宅介護支援       ：  ４８施設 

・介護療養型医療施設    ：    ０施設 

・特定施設入居者      ：   ２施設 

・通所介護         ：  ５７施設 

・訪問看護         ：  ７施設 

・介護老人保健施設     ：   ９施設 

・通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ   ：    １１施設 

・訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ   ：  ２施設 

・認知症対応型共同生活介護 ：  ２６施設 

・小規模多機能型居宅介護  ：  ２施設 

＊公表結果は、http://www.kaigokensaku.jp/を

ご覧ください。 
 

◆地域密着型サービス評価調査 

地域密着型サービス外部評価調査 

７月～９月実施 合計：２８施設 

地域密着型サービス外部評価を７月から開始しま

した。  

・認知症対応型共同生活介護(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ)： 

２５施設 

・小規模多機能型居宅介護：       ３施設 

＊自己評価及び外部評価結果は、ワムネット

http://www.wam.go.jpをご覧ください。 

 

■新調査員 

 ２０１４年度の養成講習を修了し、調査員が加わり

ました 

  ・福祉サービス第三者評価調査者  ３名 

  ・介護サービス情報の公表調査員  １６名 

・地域密着型サービス評価調査員  ８名 

 

 ■一万人市民委員会宮城事務局の 

年末、年始休暇は 

１２月２７日（土）～１月４日（日） 

となります。 

 

■利用者（住民）の、利用者による、利用者のため

の『地域包括ケア』を創る宮城シンポジウム（９月２５

日開催）には、会員多数の方々に実行支援、出席い

ただき、無事盛況のうちに終えることができました。 

シンポジウムを開催するにあたり会員の皆様に御支

援いただきましたことを、実行委員、事務局一同、

深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

※インフルエンザ流行期間に入ります。インフルエ

ンザ予防接種の受診など、体調管理へ対応をお

願いします。 

 

◆よろず相談会開催案内 

身近な困りごと、悩みごとなどの相談会を当会

顧問の武田貴志弁護士、安田廣冶司法書士を相談

役に、両先生から法律、成年後見関係の分野に限

定せず、よろず相談会として、会員の方やそのご

家族がお持ちの生活全般、法律相談などに関する

「なんでも」相談としていくことの了解を頂きま

した。（無料です） 

☆２６年１０月～２７年１月までの開催日と担当 

相談役は次のとおりです。 

・１０月２３日（木）相談役 武田貴志弁護士 

・１１月１８日（火）相談役 安田廣冶司法書士 

・１２月１６日（火）相談役 武田貴志弁護士 

・ １月２７日（火）相談役 安田廣冶司法書士 

時間と場所は次のとおりです。 
＊時  間：午後１時～３時(毎回) 
      お一人様１回３０分程度を予定 
＊場  所：テルウエル相談室(一万人市民委員

会宮城事務所隣り) 
＊受付電話：０２２－２９３－８１５８ 
   FAX：０２２－２９３－８２３０ 
☆申し込み締切日は開催日の７日前としますが 

それ以降でも有りましたら、連絡願います。 

お気軽に相談願います。 

 

http://www.kaigokensaku.jp/
http://www.wam.go.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
編集委員：荒井勝子 兼平幸雄 栗原節子 團 順子 前田泰子 
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援
を

し
て
く
れ
る
遠
く
の
友
人
か
ら
の
暑
中
見
舞

い
に
、月
日
の
速
さ
を
実
感
し
て
い
る
。
月
１

～
２
回
の
仮
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

入
居
者
が
新
し
い
住
ま
い
に
移
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
今
、残
る
方
々
へ
の
接
し
方
が

改
め
て
問
わ
れ
る
こ
の
頃
だ
と
思
う
。
慣
れ

も
出
て
き
て
自
分
中
心
の
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
随
分
と
顔
な

じ
み
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、さ
り
げ
な
く

会
話
に
入
り
ま
す
が
、そ
の
時
コ
ー
ヒ
ー
や

季
節
の
茶
菓
子
と
お
漬
物
が
一
役
買
っ
て
い

る
。
そ
の
仮
設
に
合
っ
た
旬
の
も
の
を
考
え
る

の
も
大
切
な
事
で
、作
り
方
の
質
問
も
出
た

り
、そ
こ
か
ら
被
災
者
の
方
の
郷
土
料
理
の

話
し
に
及
び
、今
度
は
そ
れ
を
教
え
て
も
ら

う
こ
と
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
教
え

ら
れ
た
り
教
え
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、図
ら

ず
も
今
ま
で
の
生
き
方
を
知
る
こ
と
に
な
り
、

自
然
と
距
離
感
が
近
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
う
れ
し
い
と
感
ず
る
事
が
あ
る
。 

 
又
最
近
ナ
ゾ
ナ
ゾ
遊
び
が
、老
若
男
女
を

問
わ
ず
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
も
う
け
る
こ
と

を
発
見
し
、自
分
の
て
ら
い
や
気
負
い
を
捨

て
て
面
白
お
か
し
く
問
題
提
起
す
る
と
、あ

ま
り
に
馬
鹿
ば
か
し
い
答
え
に
大
笑
い
し
、

一
挙
に
そ
の
場
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
く
れ

る
の
を
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
正
解
し
た
時

の
ど
や
顔
は
そ
の
人
の
自
信
に
つ
な
が
り
、こ

れ
は
大
い
な
る
脳
の
活
性
化
に
貢
献
し
介

護
予
防
に
な
る
の
で
は
と
自
負
し
て
い
る
。 

 

自
分
の
枠
を
外
し
正
直
に
生
き
る
こ
と
の

楽
し
さ
が
自
ず
と
介
護
予
防
に
な
っ
て
い
る

の
を
実
感
す
る
。 

 

高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
が
増
え
る
の
は

必
然
と
言
わ
れ
る
時
、い
い
も
の
見
～
つ
け

た
と
思
っ
て
い
る
。 

編 集 後 記 
どこからともなく香る金木犀が、秋の到来を告げていま

す。そんな中 9月 25日（木）に、１１団体共催の「地域包括
ケア」を創る宮城シンポジウムが開催されました。半年前
から着々と準備を重ねて、紙面の写真に在ります様に当
日は約 500 人の方々のご参加を頂き成功裏に終えるこ
とができました。ご協力頂いた全ての皆様に感謝申し上げ
ます。 
 柏倉副代表理事の含蓄ある内容の記事と、お人柄が表
れている小山常任理事の日常が垣間見られる様でした。 
 一万人市民委員会の新しい調査員 19 名の方々の、抱
負や感想などをご紹介させていただきました。「こちらこ
そどうぞよろしくお願いします」と、思わずつぶやきたくなり
ました。 
前向きな姿勢とこれまでの豊富な人生経験を活かし、

更なる介護サービスの向上に貢献できるよう期待しており
ます。                  （栗原） 

 


